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四川大地震・四姑娘山登山基地からの報告 Ⅱ  （続報 5月 25 日現在）

　成都から四姑娘山登山基地・日隆にいたる道は、
丹巴ルートに続いて夾金山ルートも通れるようにな
り、バスも走るようになりました。但し、バスのチ
ケットは窓口では販売されておらず運転手から直接
買います。
　また、政府から食料や衣類が援助されるようにな
りました。また、汶川県からの電力は絶たれたまま
ですが、5月25日現在、 日隆では四姑娘山電力公
司が次の３種の電気を供給していて、今は長坪村が
持っていた発電設備だけが長坪村の民家にだけ送電
しています。また、電話もほぼ一日中繋がるように
なりました。
　一方で、日隆・長坪村では70%位の民家が半壊し
たり壁や石垣が崩れ＊）、現在、テントでの避難生活
を続けています。震度の大きな余震が続いています
のでテントでの避難生活が長期化する可能性があ
り、壊れた家から持ち出した生活用品も増えてテン
トが手狭になりました。テントの不足が問題になっ
てきています。
　なお、余震が収束した後、壊れた家を修復するこ

とになりますが、観光客の激減により村の収入が減
り、10年前の水準に戻ることが予想されます。修復
資金の調達は村人にとって大きな負担であり、深刻
な経済的問題になると思われます。
　余震の震度はよく判りませんが、地震慣れした日
本人の私でも、壁や屋根の一部が壊れた下宿先の家
（1階の真ん中に有る私の部屋は大丈夫ですが）から
飛び出したくなるほどの余震が数日に一度くらい有
り、その他の体感余震はほぼ毎日数回有ります。
　食料・水などは足りています。小学校は未だ休校
しています。
　日隆鎮における程度の被害は他の村にも出ています
が、特に地盤が弱い長坪村では民家の70%（昔ながら
の工法で建てた石積みの民家の殆ど）が半壊したり壁
や石垣が崩れるなどの大きな被害を受けました。

＊泥と小石で固めながら石を積む、昔ながらの建築方法の
家のほとんどが半壊したり壁や石垣が崩れました。鉄筋
コンクリートやコンクリートと小石で固めながら石を
積んだ建築方法の家では被害はほとんどありませんで
した。

大川さん被災の記事は「共同通信」の配信で日本各地の地方紙が報じました。


